
令和8年度の合い言葉は

スマイル＆チャレンジ
～できる のびる だいじょうぶ～

目指す学校像

・笑顔と思いやりにあふれ、
児童一人一人が主体的に活動できる学校

・児童も保護者も教職員も相互に支え合い、
幸せになれる学校



令和8年度の合い言葉は

【目指す児童像】

☆できる
自分で考え表現し、主体的に学ぶ行動する子

☆のびる
多様な人と関わり成長できる子

☆だいじょうぶ
自分も他人も大切に、思いやりのある子



令和8年度の合い言葉は

３つの約束

１  「みんなちがってみんないい」
だからこそ、人に思いやりをもって接する。

２  「人と比べるのではなく、自分の好きを大事にする」
得意なことなんかない、できないと言わず、やってみて、うまくい
かなかったら、やり直せばいい。

３  「自分がされて嫌なことは、人にしない、言わない」
人間だから、意見が合わずいざこざや言い合いになかったり、け
んかになったりしてしまうことはある。だけど、いじめはだめ。



今年度の学級編成について

国の公立義務教育諸学校の学級編成に関する法律では、小学校の学級編
成は35人で行うものとされていますが、その一方で、学校ごとの事情に応じ
て、教育的配慮の観点から、学級編成の弾力的運用の許容についても記載さ
れています。千葉県教育委員会においても、児童へのよりきめ細かい指導・人
材育成の観点から、「柔軟な学級編成」を行うことも可としています。
そこで、担任以外の教員も配置し、複数の教員で指導を行うことで、学習面

及び生活面でよりきめ細かい指導が可能になること、また、生徒指導において
も、担任一人で抱え込まず、児童一人一人の困り感に寄り添ったより丁寧な
支援が可能になること、さらには、多くの教員が児童と関わることで、複数の相
談窓口ができ、より安心感を持って学校生活を送れるようにすることを目指し
ていきます。

今年度、６年生において、柔軟な学級編成の運用



教育課程について

教科担任制の拡充、チーム担任制の試行

〇学年全教職員が学年の子どもたちとの関わりを深め、子どもたちが安心
して相談できる環境を整える

〇こどもたち一人一人の良さをたくさん見つけ支援できるようにする
〇複数の教職員で支援を行い、子どもたちの成長を支える

「学年チーム」で支援を行う主な内容
＜授業運営＞
・授業交換 ・専科的授業 ・合同授業など

＜児童支援＞
・生徒指導 ・いじめ対応 ・こどもたちの良さの見取りなど



新しい取り組み

〇原則毎週月曜日
朝活動は、本に親しむ「全校読書の時間」

〇原則毎週水曜日
登校後、運動に親しむ「朝遊びタイム」

〇「ほっとルーム」での支援充実
☆本校では、教室に入るのが心配等、登校への困り感を持つ児童

の支援として、居場所「ほっとルーム」を設けています。今年度、
流山市教育支援センター学習サポート教員が配置（週３日）


